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１．研究計画の概要 

本研究課題は、世界経済の構造変化とサー
ビス経済化の進行、外需や金融政策を通じた
都市間・国際的相互依存の高まり状況を実証
的に明らかにすることを目的としている。特
に、日本及び世界各国、各都市での経済構造
変化の有無と時点の明示、その内実（サービ
ス産業の役割）分析、構造変化規模の比較分
析、及び、各地での金融政策等の政策の波及
性の国別・都市別比較等を行なう。 

具体的には、（1）構造変化の規模の比較を
可能とする手法の改良、（2）国際依存度の高
まりと国別の波及状況の違いとその要因分
解、（3） 各国の財別需要関数の推定と、企業
レベルでのパフォーマンス分析、などの諸点
を明らかにすることを目標としている。 

 
２．研究の進捗状況 
 上記の 3 点は、それぞれ一通りの分析を終
えているが、それらの内容をより説得的にす
るべく改良を試みている。 

(1) 構造変化点の規模と比較の分析では、
従来の時系列モデルによる逐次検定
（Perron1989）やローリング検定に
よる超長期経済のレベルデータと成
長率データへの分析に加えて、変化の
規模を考慮した2シグマ分析法という
より簡便な方法の有効性を確認した。
それによれば、過去 100 年以上にわた
る世界 7 カ国の構造変化は、第二次大
戦を最大の構造変化としつつ、他に幾
つかの構造変化が生じているという
結果を得た。 

(2) 国際依存度分析では、原油価格の高騰
がアジア経済、とりわけ日本や韓国に

どのような影響を与えるのかを IO モ
デルと計量モデル（需要関数推定）に
より分析し、供給サイドで価格により
敏感に反応する韓国と需要サイドで
敏感な日本の対照的な特徴の結果、最
終的には同程度の国内経済への影響
が出るとの結果となった。 

(3) 主に、日本企業のパフォーマンス分析
とガバナンス問題の構造分析をパネ
ル・データで行い、国内経済の変化に
どのように対応しているのかを分析
し、オーナー企業の変化への対応が、
生え抜き役員企業やメインバンク依
存企業の対応に比べて、より迅速であ
るという結果を得た。この結果は、欧
米経済で多く確認されてきた企業パ
フォーマンスとガバナンスとの関係
だが、日本企業においても観察される
事実であることが分かった。 

 以上に加えて、資源価格変動などによる
マクロ経済の感応度とその規模を国際比
較するために国及びメガ都市レベルでの
一般均衡的分析（CGE モデル分析）を行
いつつある。 

 
３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている。 
（理由） 
 CGE モデルの計算プログラムが、予想以
上に計算誤差に敏感に反応するため、均衡解
に収束しないという計算技術上の問題にぶ
つかっており、21 年度は様々な改良の工夫を
行ってきたが、目に見える成果に結び付いて
いないためである。 
 



４．今後の研究の推進方策 
 現在行っている CGEモデル分析の計算プロ
グラムの改良を引き続き行う。また、研究期
間最終年度の 22 年度は、これまでの成果を
まとめつつ、各アプローチから得られた結論
を結び付けて、新しいマクロ経済の発展の方
向性についての経済政策的、ないしは、社会
思想的な含意を読み取り、成果報告書へとつ
なげていく予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
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